
平成２９年４月２８日 

健康危機管理課 

 

インドネシアから帰国した麻しん（はしか）患者の発生について 

 

 平成 29年 4月 27日（木）、八代市内の医療機関から八代保健所へ麻しんの疑いの届出が

あり、県で検査を行ったところ、麻しん陽性であることが判明いたしました。 

この届出に基づき、八代保健所で患者の行動歴の調査を実施したところ、当該患者は 4

月 23日（日）までインドネシアに滞在しており、患者が利用した交通機関、医療機関等で

接触された方は、麻しんに感染している可能性がありますので、広く情報提供いたします。 

 

１．利用した交通機関、医療機関等の情報 

 

 

 

 

【利用した交通機関】 

○航空機（インドネシア空港～マニラ空港～福岡空港） 

  4月 23日（日）  1:30発  5:25 着 Philippine Airlines PR538 

           （インドネシア空港～マニラ空港） 

           9:45発 14:30  着 Philippine Airlines PR426 

           （マニラ空港～福岡空港） 

○新幹線（博多駅～新八代駅） 

  4月 23日（日） 16:15発 17:05着 さくら 415号 

※福岡空港～博多駅及び新八代駅～自宅までは、タクシーを利用 

 

【受診した医療機関】 

 ○本田クリニック（八代市） 4月 25日（火） （９時頃受診） 

 ○独立行政法人 地域医療機能推進機構 熊本総合病院（八代市） 4月 27日（木）  

（11時頃受診） 

 

【上記交通機関、医療機関を利用された方へ】 

・症状から「麻しん」が疑われる場合、必ず事前に医療機関に連絡の上、すみやかに受診

してください。 

・受診の際は、公共交通機関等の利用を避けてください。 

 

報道資料 

（裏面あり） 



２．患者概要等 

（１）患者の概要 

  ・八代市在住 男性（30歳代） 自営業 

（２）発生経過等 

  4月 20日（木） インドネシアに滞在中、鼻水等の症状が出現 

  4月 23日（日） インドネシアから帰国（搭乗前に重度の風邪様症状あり） 

            インドネシア空港～マニラ空港（乗換）～福岡空港【航空機】 

            福岡空港～博多駅【タクシー】 

            博多駅～新八代駅【新幹線】 

            新八代駅～自宅【タクシー】 

  4月 25日（火） 発熱等の症状により本田クリニック（八代市）を受診 

  4月 27日（木） 解熱しないため熊本総合病院（八代市）を受診し検査を実施 

           同日夜、麻しん陽性と判明 

 

３．医療機関の皆様へ 

 ・発熱や発疹を呈する患者が受診した際は、麻しんの予防接種歴の確認等、麻しんの発

生を意識した診療をお願いします。 

 ・患者（疑い含む）は、個室管理を行う等、麻しんの感染力の強さを踏まえた院内感染

対策を実施してください。 

 ・臨床症状等から麻しんと診断した場合には、すみやかに保健所へご連絡ください。 

 

４．麻しんの症状等 

 ・感染すると、約 10 日後に 38℃程度の発熱や咳、鼻水といった風邪のような症状が 2

～4日続き、その後、39℃以上の高熱とともに発疹が出現します。 

 ・感染する時期は、発症の１日前から解熱後３日後までと言われており、感染経路は、

空気感染、飛沫感染、接触感染で、感染力は非常に強いと言われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本県 健康福祉部健康危機管理課 

 感染症・新型インフルエンザ対策班 担当 山鹿、吉岡 

 096-333-2240（直通）（内線：7080、7082） 

【お願い】 

報道機関各位におかれましては、感染症法の精神に基づき、患者及び患者家族等に

ついて、本人等が特定されることがないよう、各段のご配慮をお願いいたします。 


